
　神戸大学病院、兵庫県立がんセンター、北播磨総合医療センターで勤務し
た後に、神戸掖済会病院に４月付けで着任しました。もともと胸部放射線診断
学、特に、肺癌の画像と病理所見との対比などの画像診断（胸部写真、CT、PET-CT など）を専門とし
ていましたが、がん医療の推進や肺がん検診にも従事していたため、当院では「健診センター長」を拝命
致しました。趣味はゴルフでキャリアは長いのですが、飛ばず、曲がってバンカーで大たたき、などを繰り
返し、全くまともなスコアが出なくなっています。なんとか復活をするべく努力をしていますが、今のとこ
ろ報われてはいない状況です。今まで、チーム医療の推進や、良い所を伸ばす事、をテーマに掲げて勤務
してきましたので、これからも病院職員の皆様や地域の医療関係者の方 、々患者家族の皆さんと一緒に、
明るく楽しく毎日を過ごしたく思います。微力ながら今までの経験を糧として、地域医療連携や画像診断、
がん検診の推進に尽力して、当院に少しでも貢献できるように努めたく思います。今後ともよろしくお願い
します。
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　2024 年４月から人工透析内科に赴任いたしました小川啓子と申します。神
戸大学を卒業後、主に同院腎臓内科のご指導のもと、神戸市・姫路市・加古
川市の病院で勤務してきました。専門は透析ですが、総合内科専門医も取得しており、一般内科も診療し
ます。当院は別に腎臓内科外来もありますが、現在のところ腎生検は行っておらず、腎炎等の専門的な腎
臓内科での入院加療が必要な患者さんは、専門病院にご紹介させて頂きます。ご高齢で他院通院の困難
な患者さんや、当院に他疾患で通院・入院中の患者さんの腎疾患については、腎臓内科の先生とご協力して、
できるだけ診療するようにいたします。また、慢性腎臓病等の一般的な腎疾患については、当科でも診療
可能です。
　１名で診療しておりますので、他科の先生方と協力して、まずは入院透析患者さんの診療をきちんと行っ
ていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
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　2024 年４月から神戸掖済会病院の循環器内科に赴任しました山崎玲子と申
します。生まれも育ちも大阪府堺市です。
　出身大学は兵庫医科大学です。同大学病院で卒後臨床研修を修了し、兵庫医科大学の循環器内科に入
局しました。こちらに赴任するまでは大阪府の市中病院で勤務しておりました。
　基本的に体を動かすことが好きで、休日は日焼けと戦いながら元気に娘と公園を走り回っております。
趣味は３年程前にマシンピラティスを始め、いろんな不調が改善されていったことからすっかり魅了されて
おります。
　専門は循環器内科で特に心不全を専門としております。医師を志した時から、「自分の家族を診てもらい
たい先生」になるべく精進して参りました。一日も早く地域と病院に慣れ、患者さん一人一人に寄り添い
ながら、いつも笑顔で診療を行っていきたいと思います。
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　はじめまして。掖済会神戸病院の整形外科に新しく赴任しました、大野純生
と申します。現在専攻医であり、日々勉強させていただいております。今
までの病院では、外傷分野で多くの患者さんの怪我や骨折の治療に携わってまいりました。医療の
現場では、常に最新の知識と技術を取り入れ、患者さん一人ひとりに最適な治療を提供することを
心掛けております。
　この度、初めて垂水に参りました。新しい環境で地域の皆様のお役に立てることを大変嬉しく思っ
ております。患者さんとの信頼関係を大切にし、安心して治療を受けていただけるよう努めてまいり
ます。外来は月曜日と水曜日を担当させていただいております。どうぞよろしくお願い致します。
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　はじめまして、吉田晃己と申します。４月から神戸掖済会病院整形外科の専
攻医１年目としてお世話になっております。整形外科の分野では特に外傷の分
野に興味があり、日々先輩方の指導のもと手術手技や外来対応について学ばせていただいています。整形
外科医としてまだまだ新米ですが、一つ一つの症例に丁寧に向き合い、患者さんのニーズに応えることを
心がけています。様々な症例を通じて、臨床の幅を広げ、患者さんの健康と幸福に貢献できる医師になる
ことを目指しています。これからも患者さんとの信頼関係を築きながら、医師としての使命を全うしていき
たいと思います。外来日は火曜と金曜を担当しております。どうぞよろしくお願いします。
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　2024 年４月より、神戸掖済会病院の眼科に赴任いたしました楠直弥と
申します。出身は大阪府吹田市で、愛知県の藤田医科大学を卒業し、地元
関西へ帰って参りました。兵庫医科大学病院で初期研修を行い、同病院の眼科に入局いたしました。
去年１年間は大学病院で研鑽を積み、ご縁がありまして今年より神戸掖済会病院でお世話になってお
ります。
　趣味は旅行、テニスです。中学からテニス部に所属しており、部活動に励んで参りました。また野
球観戦も好きで、今年はドジャースの大谷選手の活躍を見るのが毎日の日課となっております。
　眼科では一般外来と白内障手術を担当しております。外来では患者さんに寄り添いわかりやすい説
明ができるよう心がけております。まだまだ至らぬ点が多々ありますが、日々精進して参りますので、
みなさまどうぞよろしくお願い申し上げます。
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　４月１日より入職しました向井美千代です。大阪出身ですが、神戸に住ん
で 20年近くなります。車を運転することが好きで、垂水区の街をドライブ
しながら美味しいお店など探していきたいと思っています。
　これまでは急性期病院の中で看護管理や看護教育、緩和ケアに携わってきました。地域の皆様が安
心して看護が受けられるよう看護師の育成にも尽力したいと考えています。
　がん性疼痛看護認定看護師を取得しており、院内の緩和ケアチームの一員としてがんの痛みに困っ
ている方々にも関わらせて頂きたいと思います。
　まだまだ不慣れな点も多くご迷惑をおかけしますが、どうぞよろしくお願いします。

副看護部長　向
む か

井
い

　美
み

千
ち

代
よ

　後期研修１年目の東佑樹です。研修医１年目に神戸掖済会病院で研修し、
その翌年は兵庫医科大学病院で研修しておりました。１年目の経験から、幅
広く医療に携わりたいと思い、色々悩んだ結果救急科所属として戻ってくることになりました。
　今後もよろしくお願いします。
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神戸掖済会病院は、掖済（助け救う）の精神に基づき、社会すべての人々に人間愛に満ちた心
優しい医療を提供致します。病 院 理 念

1. 病診連携、病病連携を通じて地域の医療レベルの更なる向上を目指します。
2.�全職員が医療人として誇りを持ち、地域住民の皆様の健康と生命を守る為、日夜努力いたします。
3.�患者さんの人格権利を尊重し、よき信頼関係を築き、安全で良質な医療を受けていただく様努
力いたします。
4. 救急医療については、神戸市第二次救急輪番制のルールに則り、最善の努力をいたします。

病 院 基 本 方 針

2024 年 4 月よりホームページがリニューアルしました！

　今後とも地域の先生方や施設との連携を強化できる内容となるよう
努めてまいりますので、引き続きどうぞよろしくお願い申し上げます。

HPはこちら

�医療関係者専用のページを設け、分かりやすくより快適に閲覧頂けるよう、
デザイン並びにページ構成を一新しました。
スマートフォンやタブレットからも閲覧しやすくなりました。
�WEB上での診察予約・研修会やカンファレンスの案内と予約など準備中です。
準備が出来次第お知らせさせて頂きます。

第 8 回地域医療連携の会開催のお知らせ

令和 6年 9月 26日（木）18：00～

シーサイドホテル舞子ビラ神戸 3F「舞子の間」

18：00～

18：20～

19：00～

演　題：「骨粗鬆症と二次性骨折予防」

講　師：神戸掖済会病院　整形外科　小橋 潤己先生

演　題：「神戸市の災害対応 ～医師、保健師、災害対応病院について～ 」

講　師：神戸市健康局保健所保健課　課長　岡島 花江先生

　　　  神戸市健康局地域医療課　   部長　梅永 　司先生

懇親会

開催日

場　所

内　容

公益社団法人 日本海員掖済会
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